
平成12年　下町通り（御幸通り）は電線類の地下埋設工事完成。
平成13年　国土交通省の「美しい町並大賞」を受賞。
平成16年　『重要伝統的建造物群保存地区に選定。』
平成21年　上町通りの無電柱化工事完成。

か
わ
ら
版

豆田地区（約10.7ha）
は、歴史的町並みが評価され、

平成16年12月『重要伝統的建造
物群保存地区』（伝建地区）として国
の選定を受けました。これは、「古い町並
みを大事にしよう。」という国の取り組み
です。時代の流れの中で、一度は静かにな
ってしまった豆田町でしたが、今、豆田
の人達は古い歴史を持つ町並みを
大切に守りながら生かしてい
こうと考えています。
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①スタートは皆一緒
　入門時は学歴や年齢や身分を問う事
なく全ての門下生を平等に扱いました。
これを淡窓の「三奪法」と言います。
②開かれた成績評価制度で実力を伸ばす
　毎月の試業（試験）を基に成績を評価し、
級位に位置付け能力の向上を行いました。
この評価方法を「月旦評」と言います。

大村益次郎（兵学者）、長三洲（文部大丞）、
清浦圭吾（総理大臣）、高野長英（蘭学者）
上野彦馬（写真術の先駆者）、横田國臣（最
高裁判所長官）、松田道之（東京府知事）
他多数
文化2年（1805）より閉塾する明治30年（1897）
まで5000名を超える門下生が育ったと
言われています。

豆田の旧家で代々受け継がれ
てきた貴重なお雛様が公開さ
れています。
昭和59年に草野本家で公開さ
れたのが祭りの始まりで、全国
のお雛祭りの先駆けとなりま
した。

豆田の旧家で代々受け継がれ
てきた貴重なお雛様が公開さ
れています。
昭和59年に草野本家で公開さ
れたのが祭りの始まりで、全国
のお雛祭りの先駆けとなりま
した。

「パイパイ」と言います。
祇園祭の山鉾の両側に飾る
もので、水しぶきを表し、山
鉾本体が家に直接当たらぬ
様にする役目を持っています。
華飾りと一緒に魔除けとし
て軒下に飾られます。
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江戸初期の史料ではこの町は豆田号永山町と記され、天
和２年（1682年）の古地図では「上町下町南北長166間」「横
町東西長59間」の「豆田町」と記されています。
なお、この地は元々荒地のため大豆が耕作されていた事
から「豆の田」から「豆田」の地名が付いたのではと推測
されています。
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九州の交通の要衝であった日田を豊臣秀吉が文禄３年
（1594）に直轄地とし、関が原の戦い後は徳川一門が支配
する土地となりました。
そして明和４年（1767年）以降はこの地が天領のなかで
は全国２位の石高（16万２千石）を有し、また九州の外様
藩（島津、細川、鍋島、黒田など）の動向を監視するため西
国郡代に昇格し、「九州探題」とも呼ばれました。
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日田が天領だった時代を偲ぶ祭り。古き
家並が続く豆田で再現される約200名の
郡代着任行列は見ものです。
夜は花月川の河川敷や豆田の町中に約
３万本の竹灯篭の明かりが幻想的な世
界を創ります。
点火ボランティアとし
て誰でも参加出来ます。
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寛文5年（1665）には行われとされ、
350年の歴史をもつ日田の代表的
な夏祭り。

豆田地区では４
基の山鉾（飾り
を施した山車）
が町を巡行し、
優雅な姿を披露
します。特に提
灯で飾った晩山
の競い合いは、最大の見せ場です。
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貞享５年（1988）の
豆田の古地図より

現在日田市では茨城県水戸市の弘道館、
栃木県足利市の足利学校、岡山県備前
市の閑谷学校と連携し、「近世日本の学問・
遺産教育群」として世界文化遺産に登
録する活動を行なっています。
これは、これらの教育が近代日本を創
り上げた基礎となるものであり、後世
に残すべき遺産と考えたからです。
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